
東広島市社協だより
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社協の歌
『笑顔』CD完成しました!!
11月5日の第13回東広島健康福祉ま

つりで、CD『笑顔』に収録されている

「みんなのちからにありがとう」「スタン

ダード」の2曲を広島大学合唱団＆ＲＹ

ＯＪＩwith東広島市社協で大合唱し、皆

様に初披露致しました。今後は、世代を

超えて一緒に口ずさんでいただけるよう

な地域に愛される社協の歌となる事を願

い、地域へ発進していきます!!

（CD問い合わせ先:本所 企画福祉課）

笑顔はみんなの宝物♪笑顔はみんなの宝物♪

▲第13回東広島健康福祉まつりロビーコンサートの様子
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第第1313回　回　東広島健康福祉まつり東広島健康福祉まつり

福福福福祉祉祉祉標標標標語語語語 入入入入選選選選作作作作品品品品････受受受受賞賞賞賞者者者者紹紹紹紹介介介介

入選された大会テーマ・福祉標語は、市社協ホームページに掲載しております。
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11月5日、6日にアクアパーク（東広島運動公園）体育館で、「第13回東広島健康福祉

まつり」が開催されました。2階サブアリーナへの来場者は2日間で約7,000名となり、

健康ゾーンでは骨密度や脳年齢測定、福祉体験ゾーンでは車イスや点字体験、活動紹介

ゾーンでは陶芸体験など、子どもから大人まで楽しめる内容で盛りだくさんでした。

地域の輪 みんなで広げ 幸せを（円城寺地区社会福祉協議会）大会テーマ

▲盲どう犬とのふれあい

t車いす体験

▲カラフル豆運びゲームに挑戦!!

▲屋外も多くの人で賑わいました

t被災地支援グッズ販売

東日本大震災写真展s

▲ハンドマッサージでリラックス

▼点字を体験中!

がんばろう東北!!がんばろう日本!!

【11月5日･6日アクアパーク
（東広島運動公園）

体育館】
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第第1717回　回　河内福祉ふれあいまつり河内福祉ふれあいまつり

第第1919回　回　黒瀬町健康福祉まつり黒瀬町健康福祉まつり

【10月22日
河内保健福祉
センター】

登下校時の見守り・声掛けなど、児

童・生徒の安全への寄与や、サロン

活動に積極的に参加されるなど、地

域住民に感銘を与えると共に福祉意

欲の啓発に大きく貢献されているこ

とを認められ表彰されました。

河内小学校の児童は、東日本大震災の被災地に向けての応援「河内小ソーラン」の舞いを披露し、河内

陽だまり作業所は「大漁唄いこみ」「心つなごう」の演奏、沼田川劇団は寸劇を行いました。河内西小学校

の児童は社協の歌「みんなのちからにありがとう」を合唱しました。庄原市社会福祉協議会総合センター長

上田正之さんの「災害」をテーマにした講演会では防災意識を持つ事の大切さを教えていただきました。

当日は、あいにくの雨でしたが太鼓本舗かぶらやのライヴ、バザーコーナー、スタンプ

ラリー、各種施設紹介、板城西地区の「亥の子」の催しに、参加34団体、来場者約1,300

名により盛大に開催することが出来ました。

助け合う　心を一つに　福祉の町をサブテーマ

▲心を一つにテープカット！

▲はじめてのワクワク点字体験
▲非常食販売の売上金は被災地へ▲やさしさを募金箱へ

▲優しい歌声で被災地を応援♪

▲力強い舞いを披露!!

▲元気いっぱい「亥の子」の実演

▲福祉活動に長い間貢献していただき
ありがとうございます

▲雨の中、たくさんの募金が
集まりました

▲オープニングセレモニー

▲自分の名前の手話を習いました
▲ピアノと踊りをコラボさせた
心に響く和太鼓コンサート

被災地へ
届け!!

【10月30日
黒瀬生涯学習センター】

上黒瀬地区社会福祉協議会 麻生　元吉
上黒瀬地区社会福祉協議会 波多野　洋壮
乃美尾地区社会福祉協議会 内藤　ミツエ
中黒瀬東地区社会福祉協議会 大多田こども見守り隊

〔敬称略〕

…黒瀬町地区社協役員会表彰…
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福祉のこころを育み福祉のこころを育み、、住みよいまちへ！福祉体験学習！住みよいまちへ！福祉体験学習！

生きがい！元気！！熟年大学ボランティア同好会生きがい！元気！！熟年大学ボランティア同好会
熟年大学ボランティア同好会は、東広島熟年大学の受講生、修了生を会員とし各講座で得た知識・技術を地域に

活かすために楽しく活動をしています！

ボランティアに興味のある熟大生の皆さま是非一緒に活動をしてみませんか！

あったか応援センターでは、市内の小・中学校を対象に福祉体験学習を実施しています。メニューには、車いす、

アイマスク、点字、手話、要約筆記などなど盛りだくさん。福祉体験の依頼を随時受け付けています！

▲学生ボランティアとの交流会

▲グリーンピアせとうちでプール遊び ▲大活躍！もちつき大会。

▲障がい者スポーツ大会
▲七夕で短冊づくり！

▲昔なつかしい竹とんぼづくり

▲みんなで力をあわせて段差をこえよう！

▲盲どう犬とのふれあいタイム！

▲声かけの仕方を学習▲声かけをしながらアイマスク体験！

▲点字で自分の名前を打ってみよう

活動者募集中!!
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寺郷いきいきサロンでは、民生委員さんから「夏休みに子どもたちと一緒にラジオ体操をしたらどうか。」との提案にみ

んな賛同。地元のグループホームさんの庭広場を借りてホームの皆さんと子どもたち、地域のみんなで夏休みの1ヶ月間、

朝のすがすがしい空気を胸一杯に浴びて「朝のラジオ体操」をしました。

子どもたちは自分たちだけで行う体操より地域の人と一緒にすることが励みになったとのこと。時には泊まりに来ている

親戚の子どもたちも来て賑やかなラジオ体操の光景に大人たちは目を細めて参加しました。

最後の日はみんなで手作りの“ぜんざい”をいただきながら「来年もまた一緒にラジオ体操をしようね。」と約束し、夏

休みが終了。私たちは「朝のラジオ体操は体がほぐれていいね。気持ち良く1日のスタートができたような気がする。夏休

みだけでなく今後も続けるといいよね。」と話しましたが…。

あれから数ヶ月経ち、今では子どもたちと出会うたびに自然に声をかけ合うようになり、

地域で笑顔のかかわりが多くなりました。これからも小さな交流を重ねお互いのつながり

を深めていきたいと思います。 （サロン代表者のひと言）

※アケルンジャー
ペットボトルのキャップや缶のプルタブなど

を弱い力で開けることのできる器具。

▲みなさん興味津々です!!

「元気をもらった夏休みサロン」
寺郷いきいきサロン

▲暑いときの“ぜんざい”意外と好評
▲気持ち良くみんなでラジオ体操

【福　富】

「次が待ち遠しいねぇ～」木梨サロン 【河　内】
入野地域の木梨サロンは、毎月1回月終わりの木曜日に木梨集会所で開催しています。最近では、「みんなと話しがしたい。

サロンが楽しい。」との声により、月によっては2回開催する事もあります。木梨サロンでは、ボールを使った健康体操や、

地域の行事報告。次のサロンの内容を楽しい世間話を交えながら考えたりしています。

写真は、新中央工業（株）さんより寄贈いただいたアケルンジャー※を、配布している様子です。アケルンジャーの使い

方を説明すると、「名前が面白いのう」「こりゃ便利がいいのう」「孫が来たら使わしちゃろう」「握力のトレーニングにもな

るのう」と色んな声があがりました。

月によっては開催日や内容が変更となることもありますので、毎月発行の河内支所だよりや社協ホームページでご確認ご

覧ください。
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10月16日東広島総合福祉センターにおいて「東広島災害ボランティア講演会」を開催しました。当日は約270名が

参加し、東日本大震災におけるボランティア活動の実践報告や基調講演では、発災直後の「ご近所ボランティア活動」

の大切さと、その後の被災者の生活をサポートする「災害ボランティア活動」のあり方などについて学びました。

～日頃からつながりのある地域は災害にも強い！～

●東日本大震災におけるボランティア活動の実践報告

▲　東広島青年会議所の森重裕義さん ▲　東広島市社協の山原主事

●石井さんのお話はとても切実で勉強になった。地区社協へ持ち帰

って話し合いたい。（八本松町／民生委員・見守り協力員関係者）

●現在、住民自治協議会設立の段階なので、今回の講演を今後の活

動に反映させたい。（志和町／区長・住民自治協議会関係者）

●地域で助け合う力・協力し合う力を改めて感じた。サロン等の平

素の集いでよく話し合う事も大切だと思った。（西条町／地区社

協・サロン関係者）

●地域で「一時集合（避難）場所」を決めておくことの大切さを学

んだ。（安芸津町／民生委員・見守り協力員関係者）

（参加者アンケートより）
▲参加者に問いかけるNPO法人さくらネット
代表理事の石井布紀子さん

●黒瀬高校の生徒の熱心さに感心しまし

た。これからも、大槌高校との交流を深

めて下さい。

●黒瀬の危険地区の現状が分かったのと、

避難する大事さが認識できました。

（参加者の感想より）

「東広島災害ボランティア講演会」

あったか笑顔のまちづくり講演会
“困ったときはお互いさま・・・”こんなあったかい地域づくりを市民の皆さんと一緒になってすすめていくために、

東広島市社協が東広島市及び東広島市民生委員児童委員協議会と共催し、毎年開催している講演会です。

今年度も市内各地で、地域ごとにテーマを設定し開催いたします。

詳しい内容はチラシや市社協ホームページ等でお知らせいたします。多くのみなさんのご参加をお待ちしております。

●黒瀬会場
10月18日に黒瀬会場で「あったか笑顔のまちづくり講演会」を開催し、75名が参加しました。

講演会では、黒瀬高校の生徒さんから東日本大震災への取り組み報告、市役所より黒瀬支所長 山口敏則氏から「黒瀬

町内の危険地区の現状について」の説明、広島県社協地域福祉課 主任 吉野篤史氏による災害時の地域での助け合いに

ついての講演が行なわれました。

▲黒瀬高校の生徒さんによる報告

▲講演をする広島県社協の吉野篤史さん

～基調講演～
「災害時に求められる
ボランティア活動について」
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～住み慣れた『この家この地域（まち）』で安心して暮らすためのお手伝い～

6回連載シリーズ
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第４回　「かけはし」の実際　高齢者編

第５回　「かけはし」の実際　障がい者編

第６回　社協がすすめる権利擁護　これからの

取り組みについて

これからの予定
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す
。
な

お
、
ご
承
諾
い
た
だ

い
た
方
の
み
お
名
前

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◎
９
・
10
月
分

■
本
所

池
田
　
克
文

■
安
芸
津
支
所

西
本
皐
美

ひ
だ
ま
り
の
家

海
辺
の
ふ
る
さ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
村

皆
様
の
ご
寄
付
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、�

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

東日本大震災義援金
敬称及び金額は省略させていただきます。

募金額…24,571,719円（10月31日現在）
◎義援金は平成24年3月31日まで受け付けております。

本会へいただいた
寄付金は、税法上の
優遇措置を受けるこ
とができます。詳細
についてはお問い合
せください。
なお、勝手ながら

敬称は省略させてい
ただきます。

本　人�

東広島市�
社　協�

広島県�
社　協�

● 利用契約にあたっての注意点
・本人との契約になりますから、家族

や関係者がいくら「利用させたい」

と思っていても本人の了解がなけれ

ば利用できません。

・本人が契約や支援の内容を理解して

いなければ利用できません。

● 利用対象者について
「判断能力が低下し、自分ひとりで契約など

の判断をすることが不安な人やお金の管理

に困っている人」などが利用できます。

例えば…

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい

者などで、判断能力が不十分な人

※障がい者手帳を持っていない人、認知症の診断を受けていない人でも利用でき

ます。

上記のことをまとめると、「判断能力が不十分であるが“かけ
はし”の制度や契約内容を理解できる人。そして利用について
承諾している人」が「かけはし」を利用することができます。
但し、判断能力については基準があるわけではありませんので詳

しくは本所（在宅福祉課）にご相談ください。

第3回「かけはし」意思に基づいた契約について
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
言
…
。

先
日
、
福
祉
関
係
者
が
集
ま
る
「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
あ
り
、
応
援
団
と
し

て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
し
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
連
覇
を
願

い
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
あ
え
な
く
２
回
戦

で
敗
退
し
ま
し
た
。
初
戦
は
、
ヒ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
の
嵐
で
大
量
得
点
を
あ
げ
、

今
年
も
優
勝
か
？
と
い
う
気
運
も
高
ま
り

ま
し
た
が
、
第
２
回
戦
は
強
豪
相
手
チ
ー

ム
に
一
歩
届
か
ず
、
涙
し
ま
し
た
。
帰
り

の
バ
ス
に
乗
り
込
む
と
同
時
に
雨
が
降
り

出
し
、
天
気
も
涙
し
て
く
れ
ま
し
た
。
帰

り
の
バ
ス
で
誓
い
合
っ
た
事
。「
来
年
も
敗

退
し
た
あ
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
て
、
勝
利

を
手
に
し
た
い
!!
」
熱
い
闘
志
が
み
な
ぎ

っ
た
『
東
広
島
市
社
協
ユ
ッ
キ
ー
ズ
』
で

し
た
。

熱
戦
の
最
中
に
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
応

援
団
か
ら
選
手
達
へ
「
頑
張
れ
!!
」
の
エ

ー
ル
を
送
り
続
け
、
職
員
同
士
の
絆
が
一

層
深
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会

場
で
は
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
が
自
然
な

笑
い
を
誘
い
、
対
戦
チ
ー
ム
の
方
達
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
た
事
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
、
今
年
結
成
さ
れ
た
『
婚
活
シ

ス
タ
ー
ズ
』
は
姿
を
消
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
選
手
団
、
応
援
団
と
も
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を

目
指
す
予
定
で
す
!!

（
鈴
木
）

■日日時・期間 ■場 場所 ■内 内容 ■対 対象者 ■定 定員 ■料 受講料・費用 ■持 持参物
■締申込み締切り ■問 問合せ先 ■申 申込方法･申込先■1 電話番号■FAX ＦＡＸ番号 ■他 その他

社会福祉法人

東広島市社会福祉協議会
（東広島市総合福祉センター内）

E-mail:h-syakyo＠soyokazenet.jp

ホームページ:http://www.soyokazenet.jp/

●本　所
〒739－0003 東広島市西条町土与丸1108
TEL(082)423-2800 FAX(082)423-8525

●黒瀬支所
〒739－2612 東広島市黒瀬町丸山1286－1
TEL(0823)82-2026 FAX(0823)81-0340

●福富支所
〒739－2303 東広島市福富町久芳1545－1
TEL(082)435-2247 FAX(082)435-2098

●豊栄支所
〒739－2311 東広島市豊栄町乃美2841－1
TEL(082)432-2083 FAX(082)432-2145

●河内支所
〒739－2201 東広島市河内町中河内1206－1
TEL(082)420-7011 FAX(082)437-0281

●安芸津支所
〒739－2402 東広島市安芸津町三津4398
TEL(0846)45-0201 FAX(0846)46-0025

●志和地区相談窓口（毎週火曜日開設）
〒739－0269 志和町志和堀4123-6
志和出張所内　TEL090-4895-4819

お知らせ
コーナー
お知らせ
コーナー

東広島警察署より

東広島市社協イメージキャラクター
ホクホクくんとポカポカちゃん

『東広島精神保健福祉ボランティア講座～
自分発見編～』受講生募集!!

今年度も「東広島精神保健福祉ボランティア講座～自分発見

編～」がはじまります。心の健康についての理解を深め、誰も

が安心して暮らしやすい地域生活を考えるための講座です。

ぜひご参加ください。

■日 平成24年 1月10日（火） 1月24日（火）

2月 7日（火） 2月21日（火）

3月 6日（火） 3月13日（火）全6回

13時30分～16時
■場 東広島市総合福祉センター

■申 社会福祉法人しらとり会
地域生活支援センターまほろば

■締 12月26日（月）

■1 082-493-8751

…無理をせず、安全行動を!! …
身体機能の変化による歩行等への影響をよく理解し、無理をせずに安全確認を十分行うなど、安全

行動を実践しましょう。

障害者支援施設「あけぼの」
研修会のご案内

脳血管障害の後遺症などのため、生活に不安を抱えておられ

る方への医療と福祉の包括的な支援を、当所の施設見学を通じ

てご紹介します。ぜひ、ご参加ください。

■日 12月21日（水）9時30分～11時

■場 スポーツ交流センターおりづる会議室
（西条町田口295-3 広島県立障害者リハビリテーションセンター内）

■料 無　料

■問■申 障害者支援施設あけぼの支援課
［担当：河口･山下･脇］

■締 12月15日（木）

■1 082－425－1455
内線503

『やすらぎ会』に参加してみませんか
認知症の人を介護している方、不安や悩み・心配ごとはありませんか？最

近、笑顔で話をしていますか？

『やすらぎ会』では、家族のかかえる不安や悩みを会のみんなで語り合い、

支えあう（共有）場所です。

■日 12月16日（金）・1月20日（金）

■場 東広島市総合福祉センター（社会適応訓練室）

■内 10時～13時
（介護の悩み解消の話し合い）
13時～14時30分（歌と健康）

■問 本所（あったか応援センター）

※ 電話・訪問での相談にも応じます。

身体機能の変化による歩行等への影響

接近する車の速度を誤認する。

エンジン音など聞こえにくくなり、接近する車に気がつくのが遅れる。

ちょっとした段差でバランスを崩す。●体力の低下

●聴力の低下

●動体視力の低下


